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☆思いやりをもって人に優しく接してほしい、心も体

も強く成長してほしい という願いを込めました。☆

学校が再開されて２週間が経とうとしています。２ヶ月のブランクがあった学校生活ですが、子

どもたちも日々の生活の勘を取り戻したように感じます。このまま通常の学校生活が続くことを願

いますが、そのためには、手洗い・うがい・三密を避ける等の行動を全員が実行

してコロナ感染予防対策をすることだと思います。意識を高く持って生活してい

きましょう。

日々の課題提出が始まっています。毎日確実に 宿題を点検していて感心し

提出できている人、出さずに日々を過ごしている たことがあります。国語では

人が、はっきりと分かれてきています。 ｢書き取り｣と｢新聞記事の読み

｢継続は力なり｣過去の３年生の様子を振り返っ 取り｣を宿題としています。

てみると、やはり毎日取り組んでいる人が、いざ 書き取りでは丁寧な漢字を書

というときに力を発揮できるのだと実感します。 き、きちんと読み仮名を付けているノートが多い

どんなことも習慣になれば、楽に進められるも です。また新聞記事ノートでは、ほとんどの人が、

のです。毎日提出することを習慣にしましょう。 それぞれの項目にとても丁寧に書き込みをしてい

ました。

このような取り組みが、自然と個々の力を伸ば

すのです。今後も継続してほしいです。

すばらしい取り組

みをした新聞記事ノ

ートを紹介します。

縮小のため、まとめ

た文章が読めなくて

すみません。取り組

みの様子だけ見てく

ださい。中には、新

聞記事にマーカーで

線を引いたり、付箋

を貼って書き込んで

いる人もいました。

学年目標 優しく、強く！



最近、高校の先生方が中学校を訪問してくださるようになりました。これから各高校で個別相談

会等が実施されるので、その案内や学校紹介パンフレットを届けてくれています。すでに数校分の

案内プリントを皆さんに配布しました｡少しでも興味関心のある学校にはぜひ出向いて情報を得て

ください。事前申込が必要な場合もあります。配布されたプリントを見て、どのようにすれば良い

のかを確認してください。

前月の学年だよりで、｢高校体験入学｣についてお伝えしました。しかし、今後のコロナ感染予防

対策によっては、実施困難なことも予想されます。そこで、７月以降の学活等を使って高校の先生

方にお話をしていただく時間を設定しようと考えています。実施日が決まりましたらお知らせしま

す。保護者の皆様で、子どもたちと一緒にお話を聞いてみたい場合は担任までご連絡ください。特

に保護者説明会という形はとりませんので、自主的な参加という形になります。

６月１日 月曜日 第５時間目

「わたしの生活は･･･」

休校期間中の自分の生活を通して、頑張ってきたこと、心掛けたこと、また、感じたこと

などを振り返ることで、これからの生活の在り方を考えていきました。

この授業を通して「心身共に力強く、そして元気よく生活を送ること」を期待しています。

清水 香涼さん

「大変だったことは」 「心掛けたことは」 「これからの生活は」

●勉強で分からな ●マスクを捨てる ●学校が始まったら、手洗

いところがあっ ゴミ箱を玄関に いうがい、三密などの感染

て大変だった。 置いた。 防止を意識していきます。

●昼食の準備が大 ●玄関で消毒して ●勉強に力を入れます。

変だった。 から手洗い、

うがいをした。

６月８日 月曜日 第４時間目

「銀メダルから得たもの」

オリンピック４連覇を逃し、涙した吉田沙保里選手。今は「銀メダルでよかった」と話し、

目標とされる選手として、努力を続ける姿から、今までとこれからの自分の姿を見つめ、考えて

いきました。

宇佐美 成政さん

勝つことはもちろん嬉しいけれど、負けた時に、自分がどう受け止め、どう考えるかが大切

だと感じました。

宇川 史織さん

吉田選手のように、勝ちたいという強い思いや、負けてから、また立ち上がれる心の強さを

持った人になりたいです。

齋藤 乃々葉さん

勝つためには努力が必要だし、負けたらもっと努力が必要だと改めて思いました。


